
■ 宮崎2026～2027

IINFRAPARTS
CATALOGUE
PLANNING DATA

162162

●特長

プレキャスト基礎版

R型横断暗渠/
ハウエル管

基本形状図

形状・寸法
重量表

●活荷重
　T-25

●許容土被り
　0～3.0m

プレキャスト
基礎版

R型横断暗渠〈横断暗渠〉 ハウエル管
施工が簡単で路面復旧が早い。

1.活荷重T-25、許容土被り0～3.0m。

2.一体化の製品ですので、蓋版グレーチング等の個別型に
比し、車輪による打撃音が発生しません。

3.施工が簡単で路面復旧が早くできます。

4.パッキンの使用により止水性が向上しました。

※製品の接合性が良く不等沈下に強いプレート接続工法です。

呼　称 寸　　　法（mm） 参考重量
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■コンクリート基礎工による標準敷設材料表

■寸法・重量表

（10m当り）
寸法（mm） 基礎材

（m2）
均しコンクリート

（m3）
基礎型枠
（m2）

敷モルタル
（m3）B g呼　称

R-240
R-300
R-400
R-500
R-600

440
500
600
700
800

4.40
5.00
6.00
7.00
8.00

0.22
0.25
0.30
0.35
0.40

1.00
1.00
1.00
1.00
1.00

240
300
400
500
600

0.048
0.060
0.080
0.100
0.120

■正面図 ■側面図

※寸法等についてはプレキャスト基礎版の頁をご参照ください。

敷モルタル

プレキャスト基礎版

基礎材

不陸調整用砂

※使用にあたってはプレキャスト基礎版の
目地と上に載せる製品の目地をずらして
ください。

プレキャスト基礎版
工期の短縮・省力化にプレキャスト基礎版をご利用ください。

※基礎構成は、現場状況に合わせて変更してください。

敷モルタル

10
0

g
B

50
20

均しコンクリート
基礎材

※ご注文によりL=1000も製造致します。
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〈耐圧ポリエチレンリブ管
        JIS K 6780準拠品〉

NETIS掲載終了
CB-980025-V

NETIS掲載終了
CB-980024-VR

主な用途

1.高強度で、高盛土に対応高します。
独自の中空リブ構造からなる製品で高い剛性と軽量化を
実現しています。また、とう性管の特長である管側部水平
方向の抵抗土圧により、大きな外圧荷量に耐えることが出
来るので、高土被りや自動車荷重にも安全です。

2.軽量・長尺（5m)なため、施工性に優れます。
他管材と比べ、軽量であることから、敷設機械の小型化が
でき、狭い現場での施工が可能になり、施工性が向上しま
す。

3.耐震性に優れ、軟弱地盤にも対応します。
管体の柔軟性と、継手による許容曲げ角度により、軟弱地
盤においても地盤の沈下に追従します。

4.加工性に優れ、様々な部材が提供できます。
特殊な異形管や有孔管を工場内で後加工して出荷できる
ため、施工現場での作業が縮減されます。

●特長

ハウエル管は、外圧管から内圧管まで様々な用途に適用します。 

■主な用途

各種認可

■公的機関への認可

【規　格】
日本工業規格　　耐圧ポリエチレンリブ管（JIS K 6780) 
下水道協会規格　下水道用ポリエチレン管（JSWAS K-15)

【NETIS】
国土交通省　新技術情報提供システム掲載終了製品
旧登録番号：（NETIS CB-980025-V）カルバート工
　　　　　：（NETIS CB-980024-VR）柔構造樋管

【道路基準】
日本道路協会　道路土工　カルバート工指針
日本道路公団　設計要領第二集カルバート編
鹿林水産省　　土地改良事業計画設計基準（農道）
林野庁（日本林道協会）　林道必携　技術編 【電気技術規定】

JESC 水力発電設備の樹脂管（一般市販管）技術規定

受口

差口

中空リブ構造
（軽量で高強度）

ゴム輪
（水密性JIS K 6780準拠）

管厚
（設計条件により管厚が自由自在）　

設計粗度係数：n=0.010

スリップオン方式

特大口径最大口径3m

・道路横断管　・海水取水管　・樋管　・ため池（底樋）　・管更正　・産廃場配水管　・下水道管　・排砂管
・ダクト　・ダム　・各種パイプライン　・マンホール　・各種タンク

▲道路横断管 ▲下水道管 ▲樋管 ▲落差工

▲上水道管（誘導管） ▲水力発電管路（水圧管） ▲サイホン工 ▲産業廃棄物処理場

インサート

2000(1000)
20

12

インサート




